
お

大

師

さ

ま

の

言

葉

さ
ん
が
い

か
く
し
ゃ

ご
と

い
っ
し
ん

こ

ほ
ん
こ

は
ん
に
ゃ
し
ん
ぎ
ょ
う

ひ
け
ん

三
界
は
客
舎
の
如
し
、
一
心
は
是
れ
本
居
な
り
。「
般
若
心
経
秘
鍵
」

※
こ
の
世
は
旅
の
宿
、
仏
の
心
こ
そ
自
分
の
住
む
心
で
あ
る
。

当
日
は
秋
晴
れ
の
も
と
、
心
柱
、
立
柱
の
儀
式
を

荘
厳
に
執
り
行
い
ま
し
た
。

平
成
二
十
一
年
五
月
末
日
、
無
魔
無
事
に
工
事
完

了
で
き
ま
す
こ
と
を
願
い
厳
修
致
し
ま
し
た
。

今
後
と
も
、
御
信
者
の
皆
様
方
の
御
協
力
、
御
力

添
え
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

合

掌
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大
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本
坊

住
職
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み
な
さ
ま
の
ご
健
康
ご
多
幸
を

心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す

合
掌

般
若
心
経
塔

「
多
宝
塔
」
建
設

十
一
月
二
日（
日
）立
柱
式

http : //www.
sabadaishihonbou.jp/

�大師本坊の
携帯サイトです。

本堂御宝前にて祈願
�
�
竹中工務店、藤田社寺�

�建築関係者と共に読経

ちん ぐ しき

鎮供式
�
�
多宝塔の基礎を�

�鎮め守る儀式

立柱の修法
�
�
無事上棟を願い�

�梵唄を唱え読経

ご へい

御幣奉納の儀
�
�
施工、竹中工務店、藤田�

�社寺建築による奉納の儀

ひ

曳き綱式
�
�
参加者一同で、心柱�

�持ち上げの曳き綱

立柱式、参加者一同

１１月２日 心柱、立柱
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四
国
八
十
八
ヶ
所
の
銀
座
を
歩
く

え
ん
め
い
じ

今
治
市
の
第
五
十
四
番
・
延
命
寺
か
ら
第
六
十
五

さ
ん
か
く
じ

番
・
三
角
寺
ま
で
約
百
十
㎞
程
あ
る
。
そ
の
中
に
八

十
八
ヶ
所
と
別
格
霊
場
の
寺
が
十
五
ヶ
寺
も
あ
る
。

四
国
霊
場
札
所
の
銀
座
で
あ
る
。

今
回
は
六
月
に
参
拝
出
来
な
か
っ
た
、
第
六
十
二

ほ
う
じ
ゅ
じ

番
・
宝
寿
寺
か
ら
の
巡
拝
で
あ
る
。
第
六
十
三
番
・

き
っ
し
ょ
う

じ

び
し
ゃ
も
ん
て
ん
お
う

吉
祥
寺
の
御
本
尊
は
毘
沙
門
天
王
で
あ
る
。
御
真
言

は
オ
ン
ベ
イ

シ
ラ
マ
ン
ダ
ヤ

ソ
ワ
カ
と
唱
え
る
。

い
し
づ
ち
さ
ん

四
国
の
最
高
峰
、
石
鎚
山
（
一
九
八
二
ｍ
）
信
仰

の
第
六
十
四
番
・
前
神
寺
は
近
い
。「
い
ざ
り
松
」

え
ん
め
い
じ

の
伝
承
で
名
高
い
別
格
第
十
二
番
・
延
命
寺
ま
で
頑

張
っ
て
歩
く
。

せ
ん
り
ゅ
う

じ

仙
境
、
別
格
第
十
三
番
・
仙
龍
寺

菩
提
の
道

場
、
伊
予
の

最
後
の
札
所

は
第
六
十
五

番
・
三
角
寺
、

こ
こ
で
地

元
、
四
国
中
央
市
の
石
村
照
子
さ
ん
、
大
西
春
子
さ

ん
、
上
田
好
子
さ
ん
よ
り
、
昼
食
の
お
弁
当
お
接
待

を
し
て
い
た
だ
く
。
三
角
寺
の
本
堂
前
よ
り
別
格
第

十
三
番
・
仙
龍
寺
へ
の
山
越
え
道
に
入
る
。
登
り
二

時
間
、下
り
一
時
間
、特
に
下
り
の
石
段
は
急
勾
配
、

足
を
す
べ
ら
さ
な
い
様
に
気
を
つ
け
て
下
る
。
仙
龍

寺
の
本
堂
は
岩
の
上
に
建
て
ら
れ
た
舞
台
造
り
、
参

拝
は
堂
内
に
上
っ
て
拝
む
。
紅
葉
に
染
ま
る
山
に
囲

き
ん
さ

こ

つ
ば
き

ま
れ
た
金
砂
湖
に
沿
っ
て
歩
き
別
格
第
十
四
番
・
椿

ど
う

じ
ょ
う
ふ
く
じ

堂
、
常
福
寺
を
参
拝
し
徳
島
県
池
田
町
に
出
る
。
別

は
し
く
ら
じ

こ
ん
ぴ

ら

格
第
十
五
番
・
箸
蔵
寺
は
金
毘
羅
さ
ん
の
奥
ノ
院
と

し
て
信
仰
さ

れ
栄
え
今
に

四
国
有
数
の

だ
い
が
ら
ん

大
伽
藍
を
誇

る
。
錦
織
り

な
す
紅
葉
が

山
を
染
め
美
し
い
。

う
ん
ぺ
ん

じ

第
六
十
五
番
・
雲
辺
寺
は
雪
だ
っ
た

四
国
八
十
八
ヶ
所
中
で
最
高
所
（
九
三
〇
ｍ
）
雲

辺
寺
へ
は
三
好
市
池
田
町
佐
野
の
雲
辺
寺
口
よ
り
登

る
。十

一
月
十
九
日
は
寒
波
襲
来
、
午
前
五
時
ラ
イ
ト

片
手
に
降
り
し
き
る
雪
の
中
を
登
る
。
雲
辺
寺
の
境

内
は
一
面
の

銀
世
界
、
予

想
し
な
い
雪

に
震
え
る
。

別
格
第
十

は
ぎ
わ
ら

六
番
・
萩
原

じ

だ
い
こ
う
じ

寺
に
下
り
第
六
十
七
番
・
大
興
寺
も
参
拝
す
る
。
雪

に
震
え
寒
さ
に
疲
れ
る
。

さ

ぬ

き

讃

岐

の

昼

食

は

ウ

ド

ン

じ
ん
ね
い
ん

一
ヶ
所
二
ヶ
寺
の
第
六
十
八
番
・
神
恵
院
、
第
六

か
ん
お
ん
じ

十
九
番
・
観
音
寺
と
打
つ
、
讃
岐
、
香
川
県
の
巡
拝

の
昼
食
は
ウ
ド
ン
で
あ
る
。
香
川
県
に
は
約
、
千
店

の
ウ
ド
ン
屋
さ
ん
が
あ
る
そ
う
で
あ
る
。
ウ
ド
ン
は

香
川
県
の
県
民
食
？
で
あ
る
。
巡
拝
中
の
昼
食
は
勿

論
、
ウ
ド
ン
、
安
い
、
早
い
、
そ
し
て
各
店
で
違
う

味
を
楽
し
む
こ
と
が
出
来
る
。
通
り
に
面
し
た
店
よ

り
、
裏
通
り
に
あ
る
土
地
の
人
を
客
に
す
る
店
の
方

が
良
い
。味
も
個
性
的
で
安
い
。観
音
寺
近
く
の
ウ
ド

�

�

ン
店
で
、あ
ん
入
り
餅
を
入
れ
た
ウ
ド
ン
を
食
べ
る
。

ば
と
う
か
ん
の
ん

も
と
や
ま
じ

馬
頭
観
音
の
御
本
尊
、
第
七
十
番
・
本
山
寺
を
参

拝
し
、
古
く
か
ら
死
霊
が
登
る
山
と
し
て
信
仰
さ
れ

い
や
だ
に
じ

て
い
る
第
七
十
一
番
・
弥
谷
寺
を
参
拝
、
弥
谷
寺
の

あ
ま
ぎ
り
と
う
げ

本
堂
下
か
ら
天
霧
峠
の
へ
ん
ろ
道
を
別
格
第
十
八

か
い
が
ん
じ

番
・
海
岸
寺

へ
と
歩
く
。

海
岸
寺
は
第

七
十
五
番
・

ぜ
ん
つ
う
じ

善
通
寺
と
共

に
お
大
師
さ
ま
と
縁
の
深
い
寺
、
大
師
堂
は
本
堂
か

ま
ん
だ

ら
二
百
ｍ
離
れ
た
所
に
あ
る
。
第
七
十
二
番
・
曼
荼

ら

じ

し
ゅ
っ
し
ゃ
か

じ

羅
寺
、
第
七
十
三
番
・
出
釈
迦
寺
、
第
七
十
四
番
・

こ
う
や
ま
じ

甲
山
寺
、
お
大
師
さ
ま
誕
生
の
地
、
第
七
十
五
番
・

つ
る
べ

善
通
寺
の
参
拝
は
午
後
五
時
過
ぎ
、
秋
の
日
は
釣
瓶

お
と落
し
で
あ
る
。

た
め

い
け

ま
ん

の
う

い
け

日

本

一

の

溜

池

、

満

濃

池

か
ん
の

じ

別
格
第
十
七
番
・
神
野
寺
は
善
通
寺
よ
り
金
毘
羅

さ
ん
の
前
を
歩
く
、
満
濃
池
は
お
大
師
さ
ま
が
修
築

さ
れ
た
池
、
神
野
寺
は
池
の
ほ
と
り
に
在
り
、
境
内

に
は
満
々

と
水
を
満

た
し
た
湖

面
を
眺
め

る
お
大
師

さ
ま
が
立

た
れ
て
い
る
。

へ
ん
ろ
こ
ろ
が
し
に
ヤ
マ
ガ
ラ
と
遊
ぶ

ご
う
し
ょ
う

じ

瀬
戸
大
橋
を
眺
望
す
る
第
七
十
八
番
・
郷
照
寺
、す

保
元
の
乱
（
一
一
五
六
年
）
で
讃
岐
に
流
さ
れ
た
崇

と
く徳
天
皇
ゆ
か
り
のてん

第
七
十
九
番
・
天

の
う
じ

皇
寺
、
今
に
大
伽

藍
を
誇
る
第
八
十

こ
く
ぶ
ん
じ

番
・
国
分
寺
を
参

拝
し
第
八
十
一

し
ろ
み
ね
じ

番
・
白
峯
寺
へ
の

へ
ん
ろ
こ
ろ
が
し

を
登
る
。
高
松
市

の
梶
河
忠
昭
さ
ん
が
、
七
ヶ
月
か
け
て
餌
付
け
し
た

ヤ
マ
ガ
ラ

山
雀
を
手
の
ひ
ら
に
誘
っ
て
く
れ
る
。
し
ば
し
、
心

を
癒
さ
れ
時
間
を
忘
れ
る
。
白
峯
寺
は
薄
暗
く
な
っ

た
本
堂
、
御
宝
前
で
拝
む
。

ね

ご
ろ

じ

根

香

寺

の

紅

葉

は

浄

土

二
年
に
一

度
、
根
香
寺

の
紅
葉
と
出

合
う
、
今
回

は
雨
で
あ
っ

た
が
一
層
、

色
が
冴
え
て
鮮
や
か
、
仏
の
浄
土
で
あ
る
。
根
香
寺

こ
う
ざ
い

よ
り
木
々
の
色
ど
り
の
中
、
別
格
第
十
九
番
・
香
西

じ寺
に
下
る
。
途
中
、
雨
に
あ
い
高
松
市
の
西
、
第
八

い
ち
の
み
や
じ

十
三
番
・
一
宮
寺
を
参
拝
、
今
回
の
満
足
行
巡
拝
を

終
え
る
。

今
回
は
、
雨
、
雪
、
雨
と
天
候
に
恵
ま
れ
ま
せ
ん

で
し
た
が
事

故
も
無
く
、

内
容
の
あ
る

修
行
を
さ
せ

て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

合

掌

歩
行
距
離

二
四
六
・
五
㎞

修
行
参
加
者

八
名

人
生
即
遍
路

歩
く
お
遍
路

第
九
回

ま
ん

ぞ
く

ぎ
ょ
う

じ
ゅ
ん

ぱ
い

パ
ー
ト
５

平
成
２０
年

１１
月
１５
日

よ
り

１１
月
２４
日

別格第１３番・仙龍寺

別格第１７番・
神野寺の修行大師

別格第１５番・箸蔵寺第６６番・雲辺寺

根香寺の紅葉参加者一同

へんろ道しるべ

手に乗る、ヤマガラ

（平成２１年１月１日）第６３号 ２��大師だより（年２回 １・７月発行）



お
砂
踏
み

霊

場

御
仏
体
奉
納
の
お
願
い
永
代
供
養

○
西
国
三
十
三
観
音
（
各
御
本
尊
）

○
中
国
、
入
唐
赤
岸
鎮
（
弘
法
大
師
）

○
イ
ン
ド
八
大
仏
跡
（
釈
迦
如
来
）

○
中
国
、西
安
市
青
龍
寺（
恵
果
阿
闍
梨
）

�
大
師
で
は
、
お
砂
踏
み
霊
場
の
御
仏
体
建
立
奉

納
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

当
代
の
仏
師
長
野
六
弘
師
に
依
頼
、
各
御
本
尊
彩

色
彫
り
に
て
御
厨
子
、
納
骨
台
に
御
芳
名
を
刻
印
納

骨
致
し
ま
す
。

御
仏
体
は
�
大
師
に
て
永
代
に
供
養
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

※
奉
納
し
て
い
た
だ
け
る
方
、（
三
十
六
ヶ
所
）指
定
ヶ

所
を
お
申
し
出
下
さ
い
。資
料
お
送
り
致
し
ま
す
。

����
第
二
番
、
第
三
番
、
第
五
番
、
第
六
番
、
第
八

����

番
は
、
既
に
お
祀
り
し
て
お
り
ま
す
。
右
記
以

外
で
ご
指
定
下
さ
い
。世の中のすべてを観て導く

しょう かん のん

聖 観 音
観音さまは、私達のすべ

てを正しく観てあらゆる災難
から守って下さる仏様です。
また、その災難の原因、煩
悩（貧＝むさぼり）（愼＝そ
ねみ）（痴＝物事を正しく判
断できない）を取り除いて下
さいます。

※
観
音
洞
に
お
祀
り
さ
れ
て
い
ま
す
聖
観
音
さ
ま
は
仏
師
、長
野
六
弘
師
に
よ
っ
て
謹
刻
さ
れ
ま
し
た
。

第
十
回
人
生
即
遍
路

満
足
行
巡
拝
日
程
表

真
の
遍
路
修
行
を

求
め
て
歩
く
お
遍
路

真の遍路修行を求め
て、「四国八十八ヶ所霊
場」「別格二十霊場」を
歩いて巡拝修行、お大
師さまの同行二人のご
誓願を身をもって知り、
実生活に活かさんが為
に、修行致します。
※参加ご希望の方は、
お申し出下さい。

※上記の日程・距離には若干の変更があるかも知れません
※（別）は別格二十霊場です

修 行 巡 路 年 月 日

平成２１年６月１７日より２５日まで （９日間）
第１番・霊山寺より第２３番・薬王寺まで
（別）１番・大山寺より（別）４番・�大師本坊まで

（２１０㎞）

平成２１年１１月１５日より２２日まで （８日間）
（別）４番・�大師本坊より第２４番・最御崎寺より
第３６番・青龍寺まで （２０４㎞）

平成２２年２月１２日より２０日まで （９日間）
第３６番・青龍寺より第４０番・観自在寺まで
（別）５番・大善寺より（別）６番・龍光院まで

（２５６㎞）

平成２２年６月１７日より２６日まで （１０日間）
第４１番・龍光寺より第６１番・香園寺まで
（別）７番・出石寺より（別）１１番・正善寺まで

（２５７㎞）

平成２２年１１月１５日より２３日まで （９日間）
第６２番・宝寿寺より第８３番・一宮寺まで
（別）１２番・延命寺より（別）１９番・香西寺まで

（２５３㎞）

平成２３年２月２０日より２５日まで （６日間）
第８４番・屋島寺より第８８番・大窪寺まで
（別）２０番・大瀧寺
（別）�大師本坊より高野山・奥ノ院まで （１３５㎞）

５１日間 １３１５㎞

パ
ー
ト
１

パ
ー
ト
２

パ
ー
ト
３

パ
ー
ト
４

パ
ー
ト
５

パ
ー
ト
６

計

錦の納札ご祈願札

平成２１年２月２０日～
平成２１年２月２５日 （６日間）

第九回、満足行パート６は、第８４番・屋島寺から第８８番・大窪寺と別格霊場、第２０番・大瀧
寺を参拝、�大師本坊、高野山・奥ノ院にお礼参り、参拝致します。お四国をおまいりし
たくても出来ない方、歩いておまいりしたくても出来ない方のお願い事を、あなたに
代り歩き、各霊場のお大師さまにお願い、ご祈願させていただきます。
代参ご祈願ご希望の方は、２月１８日までに�大師本坊にお申し出下さい。

※代参巡拝後、ご祈願礼、錦の納札をお授け致します。

四国八十八ヶ所・四国別格霊場 巡拝
高野山・奥ノ院 参拝

代参ご祈願のおすすめ

ご祈願料 ２，０００円以上（１人１願）

節分、星祭り祈願とは別です。

あなたに代わり歩いておまいり・ご祈願

満足行

平成２０年１１月２４日参拝の、第８３番・一宮寺から第８８番大窪寺まで巡拝、別格霊場、第２０番・
大瀧寺を参拝し高野山・奥ノ院に御礼参りする。日 時 平成２１年２月２０日（金）～

平成２１年２月２５日（水） ６日間

集 合 平成２１年２月１９日（木）
一宮寺近く、天然温泉きらら 五時集合

巡 路 第８４番・屋島寺――第８８番・大窪寺――
（歩き） （歩き）

別格第２０番・大瀧寺――�大師本坊――
（車） （車）

徳島港――和歌山港――高野山・奥ノ院
（船） （歩き）

（歩行距離 １３５．５km）
※奉納経料金は個人負担

参加ご希望の方は巡拝資料、申込書をお送り致します

自分の道を見つけよう、幸せの道を見つけよう!

※参加申し込み〆切日 平成２１年１月３１日

旅 行 代 金

１００，０００円
パート１～	



�
�パート６までの各行程

歩くお遍路
パート６

人生即遍路

満足行

宿泊代、弁当代、傷害保険料
通信費、記念写真代に充当

第九回

（年２回 １・７月発行）�大師だより３ 第６３号（平成２１年１月１日）




徳
島
県
　
山
田
　
太
郎 

愛
知
県

森

翔
太

三
重
県

丸
福

観
光

小
林
ヤ
ス
子

松
尾
冨
美
子

村
田

弘

滋
賀
県

馬
渕

光
浩

大
阪
府

寺
脇

清
美

小
川

正
彦

川
阪

純
香

４
体

大
阪
府

川
阪

一
代

竹
田

里
子

東
條
シ
ゲ
子

３
体

藤
記
沙
耶
華

３
体

藤
記

真

兵
庫
県

井
上

功

井
上

典
子

井
上

鈴
子

奈
良
県

吉
川

彰
悟

宮
口

利
作

奈
良
県

三
角

拓
也

松
田
喜
三
夫

松
田

夏
代

大
宮
あ
か
ね

福
村

和
志

島
根
県

曽
根
田
逸
雄

山
口
県

石
生

敏
子

高
知
県

藤
原

喜
久

藤
原

明
子

藤
原

勝
彦

高
知
県

藤
原

隆
行

藤
原

大

岡
林
千
佐
子

岡
林

弘
起

福
岡
県

山
下

靖
憲

渡
邊

恵
子

吉
田

姚
子

平
成
二
十
年
七

月
一
日
よ
り
平

成
二
十
年
十
一

月
三
十
日
ま
で

に
奉
納
祈
願
さ

れ
た
方
で
す
。

（
敬
称
略
）

第
四
十
二
番

仏
木
寺

群
馬
県

伊
藤

修
聖

伊
藤

照
婉

三
口

関
田
あ
か
り

関
田

康
祐

関
田

芳
枝

斉
藤

裕
子

群
馬
県

和
田
知
恵
子

埼
玉
県

宮
下

渉

兵
庫
県

久
保

和
美

仙
田

博
子

仙
田

隆
一

山
口
県

峠
本

佳
峰

平
成
二
十
年
七

月
一
日
よ
り
平

成
二
十
年
十
一

月
三
十
日
ま
で

に
奉
納
祈
願
さ

れ
た
方
で
す
。

（
敬
称
略
）

び
ゃ
く

え

か
ん

ぜ

お
ん

ぼ

さ
つ

白
衣
観
世
音
菩
薩
願
主
の
お
勧
め

だ
い
じ
だ
い
ひ

大
慈
大
悲
の
心
で
、
私
た
ち
を
苦
し
み
か
ら
救
い
導
く
仏
、
観
音
さ
ま
に
お
願
い
を
!!

しし
ゃゃ
ばば

せせ
かか
いい

娑娑
婆婆
世世
界界
（（
現現
世世
界界
））
にに
はは
、、
ささ
まま
ざざ
まま
なな
苦苦
しし
みみ
・・
悲悲
しし
みみ
がが
いい
っっ
ぱぱ
いい
ああ

ごご
くく
らら
くく
じじ
ょょ
うう

どど

りり
まま
すす
。。
観観
音音
ささ
まま
はは
、、
ここ
のの
苦苦
しし
みみ
・・
悲悲
しし
みみ
かか
らら
救救
うう
たた
めめ
、、
極極
楽楽
浄浄
土土
のの

世世
界界
よよ
りり
娑娑
婆婆
世世
界界
にに
降降
りり
てて
きき
まま
すす
。。

そそ
しし
てて
、、
三三
十十
三三
通通
りり
のの
姿姿
にに
変変
わわ
りり
、、
私私
たた
ちち
一一
人人
一一
人人
のの
事事
情情
にに
応応
じじ
てて
、、

そそ
のの
姿姿
をを
変変
ええ
救救
いい
のの
手手
をを
差差
しし
延延
べべ
てて
下下
ささ
いい
まま
すす
。。
観観
音音
ささ
まま
のの
手手
がが
長長
いい

のの
はは
、、
やや
ささ
しし
いい
手手
をを
差差
しし
延延
べべ
てて
くく
れれ
るる
とと
いい
うう
慈慈
悲悲
のの
形形
のの
表表
れれ
でで
すす
。。

観観
音音
ささ
まま
にに
おお
願願
いい
事事
のの
ああ
るる
方方
、、
永永
代代
のの
ごご
供供
養養
をを
望望
まま
れれ
るる
方方
はは
、、
願願
主主

にに
なな
らら
れれ
、、
ごご
加加
護護
をを
受受
けけ
らら
れれ
まま
すす
よよ
うう
おお
勧勧
めめ
致致
しし
まま
すす
。。白衣観世音願主料

弐 万 円
（１体１願）

◎お願い事、お名前を刻印し
御祈念後、西国三十三観
音お砂踏み霊場に奉安し
ます。

※※
観観
音音
ささ
まま
奉奉
安安
ごご
希希
望望
のの
方方
はは
、、
おお
申申
しし
出出
下下
ささ
いい
。。
申申
込込
用用
紙紙
をを
おお
送送
りり
致致
しし
まま
すす
。。

蓮

華

台

奉

納

願

主

ご

芳

名

八
十
八
ヶ
所

お
砂
ふ
み

蓮
華
台
奉
納
供
養

の
お
願
い

不
動
洞
内
、
八
十
八
ヶ
所
各
霊
場
ご
宝
前

に
立
体
的
な
蓮
華
台
を
設
置
。
蓮
の
華
に

い
だ
か
れ
な
が
ら
、
お
砂
ふ
み
修
行
を
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

今
、
私
た
ち
は
ご
先
祖
様
の
尊
い
ご
縁
で

生
か
さ
れ
て
お
り
、ま
た
毎
日
あ
ら
ゆ
る

力
の
お
か
げ
で
生
活
し
て
お
り
ま
す
。
こ

の
尊
い
お
か
げ
の
心
を
ご
供
養
す
る
お
気

持
ち
で
蓮
華
台
奉
納
の
お
申
し
出
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
奉
納
供
養
は
一
口
壱
万

円
と
し
各
霊
場
側
面
に
府
県
名
、
ご
芳
名

を
記
し
永
代
に
ご
供
養
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

合

掌

蓮
華
台
奉
納
の
お
申
し
出
を
し
て
い
た
だ
け
る
方
は
、
お
願

い
事
、
施
主
名
を
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

※
申
し
込
み
用
紙
を
お
送
り
致
し
ま
す
。

奉
納
数
は
一
〇
八
ヶ
寺
で
終
了
と

さ
せ
て
頂
き
ま
す

一
口－

壱
万
円

※
一
人
何
口
で
も
お
受
け
い
た
し
ま
す
。

白
衣
観
音
奉
納
願
主
ご
芳
名

毎
月
、御
縁
日
法
要

�
毎
月
、
十
八
日

（
午
前
十
時
）

観
世
音
菩
薩
、
御
縁
日
（
於
、
観
音
洞
）

�
毎
月
、
二
十
一
日（
午
前
十
時
）

お
大
師
さ
ん
、
御
縁
日
（
於
、
本
堂
）

�
毎
月
、
二
十
四
日（
午
前
十
時
）

地
蔵
菩
薩
、
御
縁
日
（
於
、駐
車
場
）

�
毎
月
、
二
十
八
日（
午
前
十
時
）

不
動
明
王
、
御
縁
日
（
於
、護
摩
堂
）

毎
月
各
尊
、
御
縁
日
に
は
、
精
進
供
を
お

供
え
し
て
、
御
縁
日
法
要
を
厳
修
し
ま
す

※
都
合
に
よ
り
、
お
勤
め
時
間
が
変

更
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

二
月
三
日

�
大
師
・
節
分
星
ま
つ
り

大
柴
燈
護
摩
壇
木
奉
納
の
お
願
い

壇
木
奉
納
一
本

壱
万
円

あ
な
た
の
お
願
い
事
を
、

壇
木
に
浄
写
し
て
、
大
柴

燈
護
摩
に
て
、
ご
祈
念
お

焚
上
げ
を
致
し
ま
す
。

○
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。
二
十
三
本
お
集
り
次
第
、
〆
切
ら
せ
て
頂
き
ま
す
。
ご
了
承
下
さ
い
。

※
お
電
話
に
て
承
り
ま
す
。
お
申
し
出
下
さ
い
。

（一ヶ寺３０名様完成品）
奉納者名は不動洞にて
永代にご供養致します。

（平成２１年１月１日）第６３号 ４��大師だより（年２回 １・７月発行）



護護
摩摩
堂堂
内内
にに
奉奉
安安
・・
永永
代代
にに
ごご
祈祈
願願
申申
しし
上上
げげ
まま
すす
。。
身身
丈丈
５５４４
��

重重
ささ
８８
��

大
阪
府

市
道

末
和

大
阪
府

吉
田

文
代

大
阪
府

堀
内

大
輔

愛
媛
県

匿

名

新
潟
県

本
間

路
子

岐
阜
県

渋
谷

登

三
重
県

松
尾
冨
美
子

大
阪
府

楠
岡
キ
ミ
子

兵
庫
県

副
田

常
盤

島
根
県

藤
村

悦
巳

福
岡
県

小
田

利
夫

平
成
二
十
年
七
月
一
日

よ
り
平
成
二
十
年
十
一

月
三
十
日
ま
で
に
お
花

代
、
お
供
料
と
し
て
奉

納
さ
れ
た
方
で
す
。

（
敬
称
略
）

大
不
動
明
王
、
千

体
地
蔵
尊
の
各
ご
祈

願
、
ご
浄
財
の
ご
芳

名
は
、
平
成
二
十
年

七
月
一
日
よ
り
平
成

二
十
年
十
一
月
三
十

日
ま
で
の
期
間
に
お

申
し
出
、奉
納
し
て
い

た
だ
い
た
方
で
す
。

こ
こ
に
厚
く
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

尚
、
す
で
に
奉
納

さ
れ
て
い
る
方
で
、

こ
の
期
間
以
外
の
方

は
こ
こ
に
掲
載
さ
れ

て
お
り
ま
せ
ん
。

（
敬
称
略
）

石
川
県

藤
澤

義
子

愛
知
県

谷
村
と
し
子

２
体

島
根
県

藤
村

和
平

２
体

岡
山
県

丹
波
富
美
子

徳
島
県

横
山

順
峰

福
岡
県

匿

名

福
岡
県

匿

名

護
摩
堂
内
奉
安
護
摩

祈
願
の
大
不
動
明
王

永
代
ご
祈
願
大
不
動
明
王

奉
安
、
ご
祈
願
ご
希
望
の

方
は
お
申
し
出
下
さ
い
。

火
炎
に
お
願
い
事
、お
名
前
を
記
入

（
一
人
・
一
体
・
一
願
）

ご祈願 願主奉納料
金 参拾萬圓也

日
曜
特
別
護
摩
祈
願

毎
週
日
曜
日

（
午
前
十
時
よ
り
）

※
護
摩
に
参
加
の
方
、
前
も
っ
て
連
絡
を

し
て
下
さ
い
。

永
代
、
位
牌
、
祥
月
命
日
特
別
御
供
養

お
大
師
さ
ま
御
修
行
の
霊
地
、
四
国
で
永
代
に
御
供
養
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
お
位
牌
、
過
去
帳
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
御
法
名
を
毎
日
、
毎
月
の
御
命
日
に
永

代
に
御
供
養
致
し
ま
す
。

※
ご
希
望
の
方
は
お
申
し
出
下
さ
い
。

位
牌
預
り
命
日
供
養

過
去
帳
記
入

一
基
、
参
拾
萬
円

祥
月
命
日
供
養

過
去
帳
記
入

一
霊
、
拾
萬
円

不不
動動
明明
王王
、、千千
体体
地地
蔵蔵
尊尊

白白
衣衣
観観
音音
（（
一一
万万
円円
以以
上上
））

ごご

浄浄

財財

ごご

芳芳

名名

大大

不不

動動

明明

王王

願願

主主

ごご

芳芳

名名

千千

体体

地地

蔵蔵

尊尊

願願

主主

ごご

芳芳

名名

畳畳

替替

ええ

特特

別別

ごご

浄浄

財財

平
成
二
十
年
七
月
一
日
よ
り
平
成
二
十
年
十
一
月
三

十
日
ま
で
に
奉
納
祈
願
さ
れ
た
方
で
す
。

平
成
二
十
年
七
月
一
日
よ
り
平
成
二
十
年
十
一
月
三

十
日
ま
で
に
奉
納
祈
願
さ
れ
た
方
で
す
。（

敬
称
略
）

（年２回 １・７月発行）�大師だより５ 第６３号（平成２１年１月１日）�



ご
信
者
の
皆
様
の
お
力
添
え
で
建
設
し
て
お
り
ま
す
多
宝
塔
（
般
若
心
経
塔
）
今
春
、
五
月
完
成
を
目
指

し
、
工
事
は
順
調
に
進
ん
で
お
り
ま
す
。

皆
様
に
は
多
大
の
お
力
添
え
、
御
浄
財
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
こ
に
感
謝
を
し
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
尚
、
一
層
の
お
力
添
え
を
御
願
い
致
し
ま
す
。

合

掌

百

口

大

阪

府

猪
尻

昭

大

阪

府

猪
尻

友
子

大

阪

府

猪
尻

容
子

三
十
三
口

岡
山
県

玉
木
ク
ニ
ヱ

三
十
口

鳥
取
県

竹
下

衛

愛
媛
県

伴

高
知

秋

田

県

三
浦

彰
裕

茨

城

県

中
山

満

神
奈
川
県

飯
箸

慶
次

愛

知

県

堀

健
一

滋

賀

県

円
城

良
和

兵

庫

県

下
村

桂
造

兵

庫

県

下
村

暢
作

兵

庫

県

兼
藤
ヨ
シ
子

徳

島

県

横
山

順
峰

福

岡

県

入
江

昭
子

五

口

東
京
都

鈴
木

秀
明

愛
知
県

渡
辺
う
た
子

三
重
県

山
口

綾
子

滋
賀
県

深
尾

信
義

岡
山
県

牧
野

孝
子

徳
島
県

水
口

嘉
子

四

口

愛
知
県

田
島

明
應

滋
賀
県

井
上

秀
一

広
島
県

池
田

博
光

三

口

宮
城
県

冨
澤

純
一

東
京
都

大
松

慈
永

石
川
県

戸
田
外
喜
子

静
岡
県

島
津

保

愛
知
県

堀
田

宗
吉

三
重
県

山
本

一
三

牧
野
ひ
さ
子

滋
賀
県

深
尾

義
隆

中
川

保

兵
庫
県

市
村

忠
夫

振
角

昌
幸

広
島
県

原

壽
恵

西
原
千
万
子

徳
島
県

四
国
銀
行
㈱

海
部
支
店

徳
島
県

㈱
竹
中
工
務
店

徳
島
営
業
所

三
浦

孝
江

木
村

市
郎

福
岡
県

堀
口

玉
澄

二

口

群
馬
県

伊
藤

修
聖

千
葉
県

林

和
子

滋
賀
県

福
永

道

大
阪
府

山
本

一
子

北
口

誠
治

兵
庫
県

伊
熊

絹
子

森
本
か
つ
ゑ

奈
良
県

吉
川
美
津
子

島
根
県

日
浦

郁
子

広
島
県

飯
田

公
子

徳
島
県

原
谷

利
之

森

勉

西
谷

澄
子

愛
媛
県

山
内

待
夫

島
田

英
雄

鹿
児
島
県

永
仮

孝
有

一

口

北
海
道

荒
井
登
女
子

�
橋
和
三
朗

青
森
県

野
呂
喜
久
恵

宮
城
県

阿
部

秀
一

丹
治
は
る
み

秋
田
県

虻
川

清

安
達
加
代
子

秋
田
県

安
達

慶
裕

安
達

鉄
也

安
達

裕
美

工
藤

キ
エ

工
藤

ス
エ

工
藤

義
信

工
藤

助
成

佐
藤

照
子

山
岡
チ
ヱ
子

小
笠
原
テ
ル
子

小
笠
原
令
子

松
尾

悦
子

松
尾

公
裕

松
尾

貢

松
尾

卓
典

松
尾

典
幸

津
島

ヤ
ヱ

野
呂

絹
子

福
島
県

田
巻
由
紀
子

群
馬
県

伊
藤

照
婉

千
葉
県

大
木

秋
男

東
京
都

塩
澤

眞
睦

高
野

忠
男

山
木

豊

福
田

�
三

神
奈
川
県

佐
野
き
く
え

佐
野

雅
子

佐
野
大
治
郎

米
山

公
武

長
野
県

田
中
つ
ね
子

二
本
松

貞

新
潟
県

高
野

正
子

高
野
八
千
代

富
山
県

笹
倉

ト
ミ

酒
井

友
蔵

石
川
県

徳
野

房
子

岐
阜
県

高
木

春
夫

静
岡
県

戸
田

照
正

愛
知
県

安
藤

雅
彦

久
野

健
一

宮
風
佐
代
子

上
田

典
子

長
谷
川
誠
次

木
村

冨
美

林

薫

林

恵
美
子

三
重
県

前
川

歌
子

滋
賀
県

戸
田
千
恵
子

高
野
伊
都
子

高
野

順
次

森

栄
治

京
都
府

古
村

マ
サ

小
河

保
重

長
野

正
幸

大
阪
府

垣
内
ち
か
子

岩
井

京
子

勝
又

勇
夫

西

孝
友

西
井

楯
夫

大
西

文
乃

中
町

良
重

坪
井
眞
一
郎

俣
野
美
代
子

兵
庫
県

加
藤

勝
巳

加
藤
有
里
子

市
村

明
子

寺
田

節
子

植
田

富
子

田
邊
き
み
代

北

廣
美

有
本

節
子

奈
良
県

吉
田
コ
シ
ズ

今
井

泰
子

斎
田

俊
子

和
田
美
也
子

和
歌
山
県

森

孝
弘

的
場

智
晴

島
根
県

植
田

繁
男

岡
山
県

愛
宕
山

大
師
教
会

好
井

廣
海

生
熊

正

大
村
誉
志
美

中
西

修
子

島
田

房
子

難
波

教
俊

広
島
県

伊
藤
カ
子
コ

井
手
端

香

砂
原

秀
年

中
村
喜
代
三

中
本
は
ま
子

藤
原
タ
ダ
子

南
原

幾
子

板
岡

重
美

山
口
県

匿

名

久
行
シ
ゲ
子

箱
嶋

好
子

和
�
有
希
子

徳
島
県

横
川

武
美

岡
山

圭
子

関
口
イ
ソ
エ

丸
田

賀
朗

高
木

芳
巳

黒
岩

鈴
代

山
田

直
人

助
岡

泰
見

森

力
男

森
脇

俊
男

杉
内

利
信

川
田

勝
久

泉

任
子

藤
倉

万
大

風
尾

貴
司

風
尾

義
雄

風
尾

弘
和

香
川
県

森
田

貞
子

愛
媛
県

菊
池

浄

元
川

栄
子

元
川

里
栄

戸
田

茂

山
内
し
ま
子

愛
媛
県

篠
原

豊

西
村

経
高

祖
母
井
尊
憲

村
上

チ
ヨ

村
上

茂
夫

村
上

和
子

二
宮
壽
永
子

福
井

憲
二

高
知
県

田
村

愛
子

福
岡
県

花
島
テ
ル
子

笠
井

誠

後
藤

崇

荒
川

律
子

坂
本
カ
ズ
子

山
岡

才
二

松
村

光
雄

城
野
自
動
車
学
校

渡
邊

坦

藤
崎

良
弘

白
石

チ
エ

矢
山

智
晃

廣
田

早
苗

櫻
井

正
清

佐
賀
県

乗
田
キ
ヨ
ノ

千
住

桂
子

長
崎
県

鐘
ヶ
江
ス
ミ
エ

梅
田

博

熊
本
県

冨
永

昌
人

大
分
県

後
藤
チ
ヱ
ノ

後
藤

教
善

宮
崎
県

前
本
ア
サ
子

平
成
二
十
年
七

月
一
日
か
ら
十

一
月
三
十
日
ま

で
に
多
宝
塔
建

設
ご
浄
財
と
し

て
ご
寄
進
さ
れ

た
方
で
す
。

（
敬
称
略
）

多
宝
塔
建
設
ご
浄
財

寄
進
者
、
ご
芳
名十

口
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十
万
円
以
上

愛
知
県

（
代
表
）

葛
山

定
枝

高
知
県

藤
原

花
恵

五
万
円
以
上

北
海
道

籠
瀬
枝
美
子

千
葉
県

村
上

朝
一

東
京
都

新
井

久
子

愛
知
県

佐
々
冨
美
子

谷
村
と
し
子

滋
賀
県

大
橋

高
雄

大
阪
府

梅
本

月
子

愛
媛
県

祖
母
井
尊
憲

三
万
円
以
上

北
海
道

渡
辺

セ
ツ

長
野
県

田
中
つ
ね
子

新
潟
県

代
表

吉
田
三
代
子

兵
庫
県

田
邊
き
み
代

寺
田

壽

和
歌
山
県

宮
川

と
よ

広
島
県

新
藤

文
世

徳
島
県

河
野

守
義

一
万
円
以
上

秋
田
県

大
川

妙
子

東
京
都

大
松

慈
永

八
木
岡
一
枝

飯
島

睦
子

（
代
表
）

平
田

澄
子

矢
吹

敏
子

神
奈
川
県

飯
箸

慶
次

富
山
県

原

節
子

愛
知
県

犬
飼

晴
子

松
井

道
子

西
村

武
治

（
代
表
）

大
野

達
夫

三
重
県

紀
平

厚
子

森

と
し
ゑ

片
岡

康
子

滋
賀
県

菊
池

迪
子

浅
井

カ
ネ

竹
林
サ
チ
エ

藤
原

正
枝

福
永

道

大
阪
府

清
水
喜
久
子

兵
庫
県

岡
田
ふ
く
ゑ

加
藤
有
里
子

松
浦

幸
子

兵
庫
県

北

廣
美

奈
良
県

北
室

福
子

鳥
取
県

湊

早
苗

島
根
県

藤
村

悦
巳

岡
山
県

井
上

信
子

生
熊

義
江

大
島

敏
昭

天
野

恒
道

柏
野

勇

落
葉

一
枝

広
島
県

伊
藤
カ
子
コ

生
藤

輝
代

山
口
県

松
原
ハ
ル
コ

有
井
サ
チ
子

愛
媛
県

瀬
野

正
恵

高
知
県

山
崎

豊
美

福
岡
県

三
島

壽
江

小
田

利
夫

入
江

昭
子

宮
崎
県

末
吉
と
よ
子

平
成
二
十
年
七

月
一
日
よ
り
平

成
二
十
年
十
一

月
三
十
日
ま
で

に
奉
納
祈
願
さ

れ
た
方
で
す
。

（
敬
称
略
）

般般
若若
心心
経経
塔塔
ごご
浄浄
財財

寄寄
進進
者者
ごご
芳芳
名名

般
若
心
経
塔（
多
宝
塔
）建
築
工
事
着
工

総
工
費

三
億
円

奉納お写経 ９５，７６７巻
上記の巻数は、平成２年１２月１日より

平成２０年１１月３０日までの累計です。

�
大
師
本
坊
で
は
、
ご
参
拝
の
皆
様
方
が
納
め
る
お
写
経
を
奉
納

す
る
塔
、
般
若
心
経
塔
（
多
宝
塔
）
を
建
立
す
る
こ
と
を
計
画
、
発

願
致
し
ま
し
た
。

皆
様
の
お
写
経
奉
納
と
お
力
添
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

お
写
経
奉
納
の
方
は
お
送
り
下
さ
い
。
奉
納
さ
れ
ま
し
た
お
写
経

は
一
旦
護
摩
堂
に
安
置
、
塔
が
出
来
ま
し
た
ら
奉
納
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

奉
納
お
写
経
用
紙
を
ご
希
望
の
方
は
お
申
し
出
下
さ
い
、お
送
り
し
ま
す
。

心経塔（多宝塔）完成予想図

お
写
経
用
紙

（
三
十
枚
つ
づ
り
）

一
冊

千
円

送
料

二
百
七
十
円

お
写
経
奉
納
料

一
巻（
一
枚
）千
円

１０月２６日
上層部腰組、軸組

般
若
心
経
塔
建
築
工
事
、
近
況
報
告

多
宝
塔
、
上
層
部
・

屋
根
の
工
事
進
行

今
春
、
監
督
官
庁
へ
の
建
築

申
請
、
設
計
協
議
等
を
行
い
、

基
礎
工
事
に
着
工
。
七
月
初
旬

に
は
地
階
四
メ
ー
ト
ル
に
永
代

納
骨
、位
牌
奉
安
の「
青
海
殿
」

内
部
工
事
、
八
月
か
ら
一
階
、

御
堂
部
分
の
骨
組
工
事
、
十
月

中
旬
よ
り
上
層
部
、
木
組
み
作

業
に
入
り
、
十
一
月
二
日
、
心

柱
を
立
て
立
柱
式
を
執
り
行

い
、
十
二
月
現
在
、
屋
根
部
分

の
木
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

１０月１８日
亀腹基礎工事

１１月２日
心柱、立柱式

１２月２日現在
上層屋根組立

ご
法
礼
大
祭
盛
大
に
修
行

大柴燈護摩供養

平
成
二
十
年
度
、
ご
法
礼
大

祭
は
十
一
月
三
日（
火
）晴
天
・

秋
空
の
も
と
盛
大
に
修
行
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
日
、
千
体
地
蔵
尊
供
養
、

本
堂
で
大
般
若
経
六
百
巻
転
読

法
要
ま
た
、
駐
車
場
で
は
、
大

柴
燈
護
摩
、
火
渡
り
修
行
、
二

石
の
奉
祝
餅
投
げ
を
行
い
、
多

数
の
方
々
が
、
ご
参
拝
し
て
下

さ
い
ま
し
た
。

さ

ぎ

ち
ょ
う

え

左
義
長
会

古
い
お
札
、
お
守
り
の
ご
供
養

一
月
十
五
日（
木
）

午
前
六
時

�
大
師
前
境
内

こ
の
一
年
間
、
お

か
げ
を
受
け
ら
れ
た

お
札
・
お
守
り
を
海

岸
に
て
、
読
経
し
丁

重
に
ご
供
養
、
お
は

や
し
致
し
ま
す
。

ご
供
養
ご
希
望
の

方
は
、
一
月
十
四
日

ま
で
に
着
く
よ
う
に

送
っ
て
下
さ
い
。

◎
お
守
り
、
お
札
以
外
は
お
断
り
い
た
し
ま
す
。

そ
く
さ
い
も
ち

や

あ
ず
き
が
ゆ

※
当
日
、朝
、参
詣
の
方
に
は
息
災
餅
焼
き
・
小
豆
粥
を
お
接
待
!!

（年２回 １・７月発行）�大師だより７ 第６３号（平成２１年１月１日）�



鳥芻沙摩明王

結
願
大
法
要
二
月
三
日（
火
）

※※
星星
祭祭
りり
ごご
祈祈
願願
、、
まま
だだ
おお
申申
しし
出出
でで
なな
いい
方方
はは
至至
急急
にに
おお
申申
しし
込込
みみ
下下
ささ
いい
。。

※星祭り申し込み用紙と一緒にお送りし
う す さ ま

ました鳥芻沙摩明王は一切のけがれ、

不浄、悪を焼き尽す仏様です。一年間

トイレにお祀り下さい、お護り下さいます。

節分★星祭り

午午後後２２時時 駐駐車車場場

午午前前９９時時 護護摩摩堂堂

火渡り式にご参加下さい。七難即滅・七福即生
厄厄除除開開運運・・家家内内安安全全・・身身体体健健康康
交交通通安安全全・・商商売売繁繁昌昌・・病病気気平平癒癒
入入試試合合格格・・学学業業向向上上・・事事業業繁繁栄栄

午午後後１１時時 駐駐車車場場

午午前前１１００時時 本本 堂堂

平平成成２２１１年年のの
幸幸せせをを祈祈るる

「
節
分
・
星
祭
り
」
と
は
! !

人人
はは
皆皆
、、
生生
まま
れれ
たた
星星
のの
ささ
だだ
めめ
にに
よよ
りり
様様
々々
なな
運運
命命
をを
背背
負負
っっ
てて
いい
まま
すす
。。
ここ
のの
運運
勢勢
のの
変変
わわ
りり
目目
「「
節節
分分
」」
にに
悪悪

事事
・・
災災
難難
をを
のの
がが
れれ
、、
幸幸
せせ
をを
祈祈
願願
すす
るる
おお
祭祭
りり
でで
すす
。。

��
大大
師師
でで
はは
、、
一一
月月
五五
日日
のの
寒寒
のの
入入
りり
よよ
りり
護護
摩摩
をを
たた
きき
、、
二二
月月
三三
日日
、、
大大
般般
若若
経経
六六
百百
巻巻
をを
唱唱
ええ
、、
大大
柴柴
燈燈
護護
摩摩
をを

たた
きき
、、
仏仏
様様
のの
智智
慧慧
のの
炎炎
をを
もも
っっ
てて
迷迷
いい
のの
心心
、、
災災
難難
をを
焼焼
きき
払払
いい
、、
幸幸
せせ
にに
なな
れれ
まま
すす
よよ
うう
ごご
祈祈
願願
致致
しし
まま
すす
。。

祈祈
願願
後後
、、
おお
札札
をを
おお
授授
けけ
（（
送送
附附
））
致致
しし
まま
すす
。。

ご先祖さまに新春の福よかな香りを!!

※ご希望の方は品名、個数をお知らせ下さい。送らせていただきます。尚、送料の負担をお願い致します。

智慧の香り（金粉入り）

般 若
徳用（２，４００円）

小箱（１，２００円）

本 格

白 壇
徳用（２，４００円）

小箱（１，０００円）

蓮華の香り

福の花
徳用（１，６００円）

小箱（ ８００円）

特選 �大師銘香

�
大
師
試
験

合
格

成
就

特
別
護
摩
祈
願

ご
祈
願
規
定

参
万
円
（
二
十
一
日
御
祈
願
）

壱
万
円
（
七
日
御
祈
願
）

五
千
円
（
三
日
御
祈
願
）

参
千
円
（
一
日
御
祈
願
）

�
大
師
で
は
、高
等
学
校
、

大
学
校
の
入
学
試
験
を
は
じ

め
各
種
の
資
格
試
験
の
合
格

成
就
を
特
別
に
護
摩
祈
願
申

し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

ご
祈
願
、ご
希
望
の
方
は
、

お
名
前
、年
令（
か
ぞ
え
年
）、

志
望
校
名
、
受
験
日
、
受
験

番
号
等
を
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

護
摩
祈
願
を
申
し
上
げ
、

受
験
前
に
ご
祈
願
札
、
特
製

合
格
御
守
、
合
格
念
珠
を
お

授
け
致
し
ま
す
。

火 渡 り 修 行結願大柴燈護摩

大 般 若 経 法 要 厄除開運護摩

�
�
�
�
�
�
�

合格祈願札合格念珠

合格御守

（平成２１年１月１日）第６３号 ８��大師だより（年２回 １・７月発行）


